
キヨスミイトゴケに似て糸状であるが、より細く、葉も小さい。キヨスミイトゴケ同様、二次茎の基部は葉を
平らにつけるが、葉身細胞に2-4個の小さなパピラが1列に並ぶことで区別される。蒴柄は長さ2-3mmにな
る。渓流沿いの屈曲部や山麓の谷の出口等、空中湿度の高い場所に生育し、灌木の枝等から垂れ下が
る。

キヨスミイトゴケに比べて茎が細い。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Barbella  pendula  (Sull.) M. Fleisch.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

姫路市、丹波篠山市

■ 国内分布

本州（中部以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ハイヒモゴケ科

兵庫県ランク…イトゴケ
環境省ランク… －


